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クスの 4 P (製品X価格X販売促進X市場)での相乗効果を発揮しやすいビジネスチャンスは中小
製造業に適切な戦略軸となる。この戦略軸をどのように設定し、知何に活用するかは、企業として
の意思決定の有効性、効率性、公平性上更に重要課題といえる。更なる課題として、意思決定への
限界合理性を見据えた経営決断へのプロセスを探る事で今後の中小製造業における企業文化として
の「戦略的経営思考」の構築も求められる課題といえる。加えて「危機管理への備え」をコンセプ
トとした生産の分業化と管理の集中化を通じて、中小製造業の金業毎の「あるべき経営軸」の設計
も解決されねばならな L 、。そして「戦略的経営思考」と「経営軸」を経営活動と意思決定にどう反
映し、どう導入するかを経営者に強く問い掛け続けることで社会貢献に資する研究となるといえる。
論文審査結果の要旨
本論文は、東北地方の中小製造業の海外進出選択に伴う組織的活動としての意思決定が、いかに
なされるかの決定プロセスを解明することを目的とする。特に、海外進出決定に至る要因とプロセ
スを検討し、中小製造業の取る事業の方向性や事業運営について詳細な調査を行い、経営者が海外
進出にたいし、いかにして社内合意に導いたのかを、 25社の事例に即して考察している点に本論文
の特長がある。
論文は全体で四章から構成されている。まず第一章では、研究の目的、方法、調査内容について
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言及した後に、中小企業の海外進出の意思決定プロセスに関する内外の先行研究のレビ、ューを行い、
このテーマについて研究が十分でないことが示される。次いで日本の中小製造業の海外進出の動向
と、国際的にみた海外進出の現状を分析する。第二章では、本論文の分析フレームを提供する意思
決定論の展開を、個人的意思決定と組織的意思決定の視点からレビューし、海外進出意思決定のモ
デルを分析フレームとして提示する。第三章は本論文の中心となる章であり、調査対象である東北
地方の25社の中小製造業の海外進出の意思決定について、海外進出の動機と進出の形態、海外進出
のプロセス、意思決定のスタイル(独断型か合議型か)、および海外進出の結果が、アンケート調
査と参与観察によって詳細に分析される。終章となる第四章では、海外進出にとどまらず、今後中
小製造業が発展していくための提言と望ましい意思決定のモデルが提示される。
本論文の貢献は、(1)中小製造業の海外進出の意思決定プロセスを解明し、特に (2) 経営者と
社員相互の合意形成過程を長期の参与観察を通して明らかにするとともに、 (3) 海外進出の動機と
進出形態、意思決定プロセスでの課題、意思決定のスタイル、および海外進出の成果の関係を実態
に即して明らかにした点にある。これらの発見は、長い間にわたり東北地方の中小製造業の海外進
出のコンサルティングに携わってきた筆者でしかなしえない研究成果であり、高く評価されるもの
である。他方で論文全体を通して、 25社の事例研究が、帰納的方法から一般的命題を導こうとして
いるのか、それとも望ましい意思決定モデルを前提に、そこからの事離を分析しようとする演鐸的
方法によるのかが判然としないところがあるため、筆者の主張がやや暖昧でわかりにくくなってい
る部分も散見される。しかし論文全体としては、中小企業の海外進出に関して、多くの貴重な知見
を提供する論文として評価することができる。よって、本論文は、博士(経営学)の学位を授与す
るに相応しい内容と判断する。
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